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研究経費配分額：9,750 千円 (直接経費 : 7,500 千円、間接経費 : 2,250 千円) 
研究経費 2018 年度: 2,860 千円 (直接経費 : 2,200 千円、間接経費 : 660 千円) 














































配慮表現 原義 配慮機能 配慮表現の用例（原義喪失） 
ちょっと 程度がわずかなさま 相手との摩擦を緩和 協力はちょっとできかねます 
ぜんぜん 全面的な否定 相手の心的負担を緩和 私、ぜんぜん行けますよ 
たしかに まちがいないさま 相手への賛同を表す たしかにあの人田中さんかも 
































































































































































































































































(1)利益負担表現（ぜひ、さっそく、お忙しいところ、おかげさまで等）34 語  




(4)賞賛表現（さすが、すごい、なかなか、お見事等）9 語  
(5)共感表現（なるほど、たしかに、まったく、ごもっとも等）17 語  
(6)謙遜表現（まだまだ、そこそこ、いちおう、自慢じゃないけど等）6 語  























4. 2018 年度の活動報告 
4.1.研究者間の連携、コンセンサスの形成 
 本研究課題は研究協力者まで含めると総勢 21 名から成る大規模プロジェクトのため、研
究者間の連携や研究の方向性をめぐる合意形成が不可欠である。そのためにまず行った項
目は下記の通りである。 
(1) Dropbox によるファイルシェア  
(2) メーリングリストの作成  












 今回の研究合宿には研究代表者 1 名、研究分担者 11 名、研究協力者 4 名、大学院生 3
名の合計 19 名が参加し、うち 15 名が研究発表を行った。発表者と発表テーマは下記の通
りである。  
8 月 30 日（木）午前：第 1 セッション 
①斉藤幸一（広島修道大学） 配慮表現「全然」について 
②斉藤信浩（九州大学）   文法・読解・聴解の得点と会話能力との因果関係 
③牧原功 (群馬大学)   日本語教科書に見られるポライトネス 
④李丹（創価大学大学院生） 応答発話における副詞「たしかに」の機能について 
8 月 30 日（木）午後：第２セッション 
⑤山岡政紀 (創価大学)  基調報告：配慮表現プロジェクトの理念と研究計画 
⑥金 玉任 (誠信女子大学) 配慮表現「よね」に見られる情報共有の諸相 
⑦大和啓子 (群馬大学)  配慮表現「ナンカ」の緩和用法をめぐって 
8 月 30 日（木）午後：第３セッション 
⑧三宅和子 (東洋大学)  メディア上の配慮 
―若者の LINE を通した依頼会話からさぐる試み  
⑨伊藤秀明  （筑波大学）   SNS 上に見られる配慮表現  
⑩リナ・アリ（カイロ大学）  配慮表現の日本語・アラビア語対照研究 
⑪李奇楠 （北京大学）  配慮表現についての日中対照 
8 月 31 日（金）午前：第 4 セッション 
⑫市川真未（創価大学）  マウンティング言語について―「ほめ」との対比から― 
⑬西田光一（山口県立大学） 
     英語の 2 人称と 3 人称代名詞の連携による読者への親近感の演出 
⑭甲田直美 (東北大学)  会話における発話末のデザイン 




 このうち、②と⑭を除く 13 件の研究発表が本研究課題に関連するものである。そのうち、








に対し、本基調報告のみ 1 時間の持ち時間で行った。その内容は以下の通りである。  
1. 科研費研究計画の概要     2. 科研費研究計画の構成メンバー  
3. 研究目的：概要       4. 本研究の学術的背景と経緯  
5. 配慮表現の定義       6. ポライトネスが慣習化した配慮表現  
7. メタファーの慣習化とのアナロジー  8. 配慮表現の辞書への登載  
9. 配慮表現と日本語教育     10.本研究の核心をなす学術的「問い」  
11.研究活動・研究組織      12.配慮表現データベースの構造  
13.配慮表現の分類と語彙     14.『日本語配慮表現の原理と諸相』企画  
15.『日本語配慮表現辞典』構想    16.研究計画のスケジュール  
このうちの多くは本稿の第 3 節までに記載した通りである。12 のデータベースの構造に








④原義☆  ：文脈や対人的機能を捨象した辞書的意味。本来の意味・用法。 
⑤配慮機能☆：当該配慮表現が対人関係上どのような効果を意図して使用されるのか


















































れに応じた Web システムを構築することとなった。  
その後、入力の試行を継続したが、2019 年 3 月までには十分な経験値を積むことができ












スケジュールとしては 2018 年 4 月に下記の全 15 章の構想で、編者より他の筆者 9 名に
執筆依頼を行った。当初は 2019 年度中の完全出稿、2019 年 9 月の刊行を目標に設定した。 
各章の初稿のタイトルは下記の通り。ただし、最終の刊行に当たっては若干の変更や副
題の追加等があり得る。  
『日本語配慮表現の原理と諸相』くろしお出版、2019 年秋刊  
  序章  配慮表現とは何か         山岡政紀（創価大学）  
第Ⅰ部 配慮表現の原理         山岡政紀（創価大学）  
第 1 章 配慮表現研究史  
第２章 配慮表現の定義と特徴  
第３章 配慮表現の分類と語彙  
第Ⅱ部 日本語配慮表現の諸相  
第４章 配慮表現「ちょっと」の機能と慣習化    牧原功（群馬大学）  
第５章 配慮表現「よね」に見られる情報共有の諸相  金玉任（誠信女子大学）  
第６章 とりたて詞「なんか」の捉え直し用法に見られる配慮表現  
大和啓子（群馬大学）  
第７章 配慮表現「させていただく」の違和感をめぐって  
塩田雄大（NHK 放送文化研究所）  
第８章 配慮表現としての「“全然”＋肯定形」    斉藤幸一（広島修道大学）  
第９章 引用表現における配慮表現      小野正樹（筑波大学）  
第 10 章 モバイル・メディアにおける配慮    三宅和子（東洋大学）  
第Ⅲ部 配慮表現と対照研究  
第 11 章 代名詞の指示対象から見た対人配慮の日英対照 西田光一（山口県立大学）
 第 12 章 慣習的配慮表現の日中対照      李奇楠（北京大学）  
第 13 章 配慮表現の日本語・アラビア語対照    リナ・アリ（カイロ大学）  
第 14 章 配慮表現の日本語・ウズベク語対照    岩崎透（国際交流基金）・  
ウマロヴァ・ムノジャット（ウズベキスタン世界言語大学）  
このうち、第 8 章と第 14 章は若手による執筆のため、万全を期すべく編者による査読
を行った。いずれも 2019 年 1 月までに原稿が編者に提出され、査読の結果、修正採用とし
た。修正稿についても 2019 年 3 月までに提出されている。これにより、本書は序章を含め
て全 15 章となることが確定した。  
他の 13 章については、基本的に 2018 年度内の 2019 年 3 月までに編者に提出されたが、
編者と筆者の間で内容確認の協議に時間を要したため、編者からくろしお出版への完全出
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